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細
木
あ
け
み
議
　会
だ
よ
り

　

今
年
は
、

　

今
年
は
、66
月
の
う
ち
に
梅
雨
明
け
し
、

月
の
う
ち
に
梅
雨
明
け
し
、

雨
の
降
ら
な
い

雨
の
降
ら
な
い
77
月
か
ら
、毎
日「
暑
い
！

月
か
ら
、毎
日「
暑
い
！

暑
い
！
」
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、

暑
い
！
」
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
88
月月

お
盆
を
迎
え
ま
し
た
。

お
盆
を
迎
え
ま
し
た
。

　　

1313
年
前
に
父
が
他
界
し
て
か
ら
、
見
よ

年
前
に
父
が
他
界
し
て
か
ら
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
仏
壇
を
飾
り
、
母
に
「
こ
れ

う
見
ま
ね
で
仏
壇
を
飾
り
、
母
に
「
こ
れ

で
良
か
っ
た
か
い
ね
」
と
確
認
し
て
お
盆

で
良
か
っ
た
か
い
ね
」
と
確
認
し
て
お
盆

を
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
母
も
昨
年

を
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
母
も
昨
年

1111
月
に
亡
く
な
り
、今
年
は
初
盆
で
し
た
。

月
に
亡
く
な
り
、今
年
は
初
盆
で
し
た
。

今
ま
で
一
人
で
帰
っ
て
来
て
い
た
父
も
、

今
ま
で
一
人
で
帰
っ
て
来
て
い
た
父
も
、

今
年
は
母
と
二
人
で
仲
良
く
（
？
）
帰
っ

今
年
は
母
と
二
人
で
仲
良
く
（
？
）
帰
っ

て
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を

て
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を

思
い
な
が
ら
、
提
灯
の
明
か
り
に
照
ら
さ

思
い
な
が
ら
、
提
灯
の
明
か
り
に
照
ら
さ

れ
た
仏
壇
を
眺
め
て
い
る
、
何
と
も
言
え

れ
た
仏
壇
を
眺
め
て
い
る
、
何
と
も
言
え

な
い
落
ち
着
い
た
空
気
と
穏
や
か
な
時
間

な
い
落
ち
着
い
た
空
気
と
穏
や
か
な
時
間

　

令
和
7
年
5
月
15
日
開
催
の
臨
時
議
会

に
お
い
て
、正
副
議
長
の
選
出
と
と
も
に
、

常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
等
の
構
成
委

員
と
正
副
委
員
長
が
決
定
し
ま
し
た
。
私

は
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
多
く
の
皆
さ
ま
方
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
諸
先
輩
方
か
ら
の
温
か
い
ご
指
導
と

多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
を
し
、
今
後
は
そ
れ
を
更
に

　

こ
の
た
び
の
改
選
を
機
に
、
５
人
の
議

長
経
験
者
を
含
む
多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員

の
皆
さ
ん
が
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
選
挙
前
の
４
月
１
日
に
旧
明
政

会
（
6
人
）
と
旧
松
政
ク
ラ
ブ
（
7
人
）

が
一
緒
に
な
り
、新
会
派
「
誠
政
松
江
（
せ

い
せ
い
ま
つ
え
）」
を
結
成
し
ま
し
た
。

改
選
後
は
、
新
人
4
人
を
含
む
総
勢
12
人

の
最
大
会
派
と
な
り
、
議
長
、
副
議
長
、

監
査
委
員
の
議
会
三
役
な
ど
、
主
要
ポ
ス

ト
を
担
い
松
江
市
議
会
を
牽
引
す
る
責
任

◆
9
月
9
日（
火
）　

本
会
議
（
会
期
の
決

定
、
提
案
説
明
）
決
算
特
別
委
員
会

　

9
月
16
日（
火
）　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　

9
月
17
日（
水
）　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　

9
月
18
日（
木
）　

本
会
議（
一
般
質
問
、

議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託
）

◆
9
月
22
日
（
月
）　

決
算
特
別
委
員
会

（
質
疑
、
分
科
会
分
担
、
委
託
）

◆
9
月
24
日
（
水
） 

25
日
（
木
）　

総
務

委
員
会
・
予
算
委
員
会
総
務
分
科
会
・

決
算
特
員
会　

総
務
分
科
会

　

教
育
民
生
委
員
会
・
予
算
委
員
会
教
育

民
生
分
科
会
・
決
算
特
別
委
員
会
教
育

民
生
分
科
会

◆
9
月
26
日
（
金
） 

29
日
（
月
）　

経
済

委
員
会
・
予
算
委
員
会
経
済
分
科
会
・

決
算
特
別
委
員
会
経
済
分
科
会

　

建
設
環
境
委
員
会
・
予
算
委
員
会
建
設

環
境
分
科
会
・
決
算
特
別
委
員
会
建
設

環
境
分
科
会

◆
10
月
2
日（
火
）　

決
算
特
別
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告
・
質
疑
、
討
論
、
採
決
）

　

予
算
委
員
会
（
分
科
会
長
報
告
・
質
疑
、

討
論
、
採
決
）

◆
10
月
7
日（
火
）　

本
会
議
（
委
員
長
報

告
・
質
疑
、
討
論
、
採
決
）

9
月
定
例
会
日
程

お
盆
を
迎
え
て
思
う
こ
と

お
盆
を
迎
え
て
思
う
こ
と

■
５
月
臨
時
議
会
に
お
い
て

「
副
議
長
」
に
就
任
し
ま
し
た
！

会
派「
誠
政
松
江
」発
足

会
派
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
派
構
成
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
森
脇
勇
人
議
員（
６
期
目
・
美
保
関
町
）

　

会
派
会
長
、総
務
委
員
会
、議
会
運
営
委

員
会（
委
員
長
）、島
根
原
子
力
発
電
対

策
特
別
委
員
会（
委
員
長
）

◦
野
々
内
誠
議
員（
５
期
目
・
東
出
雲
町
）

　

議
長
、経
済
委
員
会
、市
街
地
整
備
対
策

特
別
委
員
会

◦
柳
原
治
議
員（
４
期
目
・
西
谷
町
）

　

会
派
幹
事
長
、総
務
委
員
会（
委
員
長
）、

議
会
運
営
委
員
会（
副
委
員
長
）

◦
米
田
と
き
こ
議
員（
３
期
目
・
八
雲
町
）

　

監
査
委
員
、建
設
環
境
委
員
会
、公
共
交

通
対
策
特
別
委
員
会

◦
細
木
明
美（
３
期
目
・
鹿
島
町
）

　

副
議
長
、教
育
民
生
委
員
会
、島
根
原
子

力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

◦
原
田
守
議
員（
２
期
目
・
雑
賀
町
）

　

経
済
委
員
会（
副
委
員
長
）、議
会
運
営

委
員
会
、島
根
原
子
力
発
電
対
策
特
別

委
員
会（
副
委
員
長
）

◦
三
島
明
議
員（
２
期
目
・
西
津
田
）

　

総
務
委
員
会（
副
委
員
長
）、議
会
運
営

委
員
会
、市
街
地
整
備
対
策
特
別
委
員

会（
委
員
長
）

◦
小
澤
一
竜
議
員（
２
期
目
・
東
津
田
町
）

　

教
育
民
生
委
員
会（
副
委
員
長
）、土
地

利
用
制
度
調
査
特
別
委
員
会

◦
佐
藤
和
彦
議
員（
１
期
目
・
宍
道
町
）

　

建
設
環
境
委
員
会
、島
根
原
子
力
発
電

対
策
特
別
委
員
会

◦
長
谷
川
浩
司
議
員（
１
期
目
・
玉
湯
町
）

　

教
育
民
生
委
員
会
、市
街
地
整
備
対
策

特
別
委
員
会

◦
岩
田
幸
子
議
員（
１
期
目
・
山
代
町
）

　

建
設
環
境
委
員
会
、土
地
利
用
制
度
調

査
特
別
委
員
会

◦
わ
た
な
べ
良
平（
１
期
目
・
国
屋
町
）

　

経
済
委
員
会
、公
共
交
通
対
策
特
別
委

員
会

　

既
存
の
「
島
根
原
子
力
発
電
対
策
特
別

委
員
会
」
に
加
え
、
新
た
に
「
公
共
交
通

対
策
特
別
委
員
会
」「
土
地
利
用
制
度
調

査
特
別
委
員
会
」「
市
街
地
整
備
対
策
特

別
委
員
会
」
と
い
う
３
つ
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
松
江

市
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
解
決
に
向
け
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
特
別
委
員
会
を

　
　
　
設
置
し
ま
し
た

を
楽
し
み
ま
し
た
。

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
平
成

　

さ
て
、
今
年
は
平
成
1717
年
の
合
併
か
ら

年
の
合
併
か
ら

2020
年
に
な
り
ま
す
が
、
市
内
中
心
部
も
周

年
に
な
り
ま
す
が
、
市
内
中
心
部
も
周

辺
部
も
ど
こ
も
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い

辺
部
も
ど
こ
も
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
、
少
子
化
、
地
場
産
業

ま
す
。
人
口
減
少
、
少
子
化
、
地
場
産
業

の
後
継
者
不
足
な
ど
、
そ
の
地
域
に
合
っ

の
後
継
者
不
足
な
ど
、
そ
の
地
域
に
合
っ

た
地
域
振
興
策
を
施
し
て
、
地
域
の
力
、

た
地
域
振
興
策
を
施
し
て
、
地
域
の
力
、

地
域
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
誰

地
域
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
に
住
み
続
け
ら
れ

も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
に
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
」
高
齢
者
に
も
目
を
向
け
、
ま

る
よ
う
に
」
高
齢
者
に
も
目
を
向
け
、
ま

た
若
者
か
ら
も
選
ば
れ
る
ま
ち
、
魅
力
あ

た
若
者
か
ら
も
選
ば
れ
る
ま
ち
、
魅
力
あ

る
ま
ち
松
江
に
な
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
思

る
ま
ち
松
江
に
な
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
思

い
で
こ
の
４
年
間
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

い
で
こ
の
４
年
間
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

で
ま
い
り
ま
す
。

細
木　

明
美

細
木　

明
美

活
か
し
て
、
議
会
で
の
自
分
の
役
割
を

自
覚
し
重
責
を
担
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

任
期
は
２
年
で
す
。既
に
公
務
が
増
え
、

議
長
の
代
わ
り
に
様
々
な
会
に
出
席
し
た

り
、
挨
拶
を
す
る
機
会
や
県
外
へ
の
出
張

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
本
会
議
の
一

般
質
問
に
お
い
て
、
概
ね
二
日
目
、
三
日

目
の
午
後
に
議
長
に
代
わ
っ
て
議
長
席
に

座
り
、
議
事
進
行
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
健
康
に

留
意
し
て
、
し
っ
か
り
務
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

地元国会議員（東京事務所）へ要望書提出
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【
令
和
７
年
２
月
定
例
会
】

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
質
問
）
市
長
の
地
域
振
興
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て
伺
う
。
先
の

議
会
で
、
原
発
立
地
自
治
体
と
し
て
の
松

江
市
に
お
け
る
地
域
振
興
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
と
問
い

か
け
た
が
、
明
確
な
答
弁
が
な
か
っ
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
に
異
論
は

な
い
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
か
、
市

長
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

（
回
答
）
こ
れ
ま
で
も
直
接
地
域
や
現
場

に
出
向
く
こ
と
を
重
視
し
て
、
地
域
ご
と

の
実
情
や
住
民
の
皆
様
の
悩
み
や
不
安
な

ど
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
捕
捉
、
ま
た
把

握
す
る
と
と
も
に
、
私
自
身
の
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
振
興
に
対
す
る
熱
意
や
考
え
方

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、

そ
れ
が
伝
わ
り
切
れ
て
い
な
い
と
の
御
指

摘
な
の
で
、
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
市
民

の
皆
様
、
議
員
の
皆
様
に
共
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
精
進
し
て
い
く
。

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
集
落
に
お

い
て
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、
商
業
施

設
な
ど
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
住
居
機

能
の
維
持
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中

心
市
街
地
や
集
落
同
士
を
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
市
域
内
の

ど
こ
に
い
て
も
、
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
暮
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
。（
上
定
市
長
）

　

今
回
は
、議
員
２
期
目
の
任
期
最
後
の
質
問
と
な
っ
た
令
和
７
年
２
月
定
例
会

に
行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

定
例
会
一
般
質
問
の
内
容

令
和
７
年
２
月

編
集
後
記

　

だ
ん
だ
ん
と
暑
さ
が
収
ま
る
こ

ろ
と
さ
れ
る
「
処
暑
」
を
迎
え
ま
し

た
が
、
残
暑
厳
し
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
い
う
言
葉
に
す
が
り
、
こ
の
暑

さ
も
あ
と
一
か
月
辛
抱
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
矢
先
の
気
象
庁
の
発

表
に
、
力
を
落
と
し
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
全
国

的
に
向
こ
う
３
カ
月
の
気
温
は
高

い
で
し
ょ
う
」
10
月
生
ま
れ
の
私

が
１
番
好
き
な
秋
は
、
今
年
や
っ
て

来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
様
ど
う
ぞ
健
や
か
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

（
質
問
）
A
I
デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
に
あ

た
っ
て
考
え
る
べ
き
課
題
や
松
江
市
へ
の

適
正
、
経
費
な
ど
将
来
的
な
問
題
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

（
回
答
）
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
新
た

な
交
通
モ
ー
ド
を
導
入
す
る
際
に
は
、
そ

の
効
果
は
も
と
よ
り
、
想
定
さ
れ
る
課
題

や
対
応
策
、
ま
た
経
費
な
ど
に
つ
い
て
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
４
地
区
に
お
い
て
ま
つ
え
の

る
ー
と
を
運
行
し
て
い
る
が
、
利
用
促
進

協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
と

連
携
を
図
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
持
続
可
能
な
運
行
形
態
に

つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
一
方

で
、
A
I
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
特
性
や
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
検
証
を

行
い
、
今
年
度
末
を
目
途
に
、
今
後
の
導

入
方
針
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
方
針
も
踏
ま
え
、
定
時
定
路
線
と

A
I
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
２
択
で
は
な
く
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
新
た
な
交
通
モ
ー
ド

の
導
入
や
、
既
存
バ
ス
路
線
の
ル
ー
ト
変

更
、
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
に
つ
い
て
コ
ス
ト

面
や
他
の
公
共
交
通
へ
の
影
響
も
含
め
た

率
直
な
議
論
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
交
通
モ
ー
ド
を
検
討
し
て
い
く
。

（
永
井
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
）

（
質
問
）
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

も
重
要
で
あ
り
、
市
民
生
活
を
守
る
大
切

な
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

（
回
答
）
本
市
の
公
共
交
通
に
係
る
支
出

額
は
、
令
和
５
年
度
決
算
額
で
約
12
億
円

で
あ
り
、
概
ね
10
億
円
で
あ
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
前
と
比
べ
る
と
高
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
も
の
と

見
込
ん
で
い
る
。
公
共
交
通
で
暮
ら
し
や

す
い
未
来
を
実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
は
、
財
政
負
担
の
考
え
方
に
つ

い
て
も
方
針
を
示
し
て
お
り
、
公
共
交
通

を
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
上
で
重
要

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
位
置
づ
け
、
国
、
県

の
財
源
も
有
効
活
用
し
た
上
で
、
本
市
と

し
て
支
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
利

用
者
や
交
通
事
業
者
の
理
解
・
協
力
の
下
、

経
費
縮
減
と
運
送
収
入
増
加
の
取
組
を
進

め
、
市
民
の
皆
様
が
暮
ら
し
や
す
く
、
出

か
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
公
共
交
通
維
持
に
必
要
な
財
源
を
確
保

し
て
い
く
。（
永
井
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
）

松
江
と
出
雲
の
今
に
思
う
こ
と

（
質
問
）
出
雲
市
と
松
江
市
の
人
口
は
、

そ
の
差
が
ど
ん
ど
ん
縮
ま
っ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
近
い
将
来
逆
転
さ
れ
て
し
ま

う
。
人
口
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
と
し
て

の
人
気
、
魅
力
的
な
商
業
施
設
や
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
や
新
規
出
店
も
出
雲
市
の
方

が
多
い
よ
う
に
思
う
。
松
江
市
と
出
雲
市

の
現
況
、
こ
れ
か
ら
の
姿
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

（
回
答
）
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
た
今
、

住
む
場
所
、
働
く
場
所
と
し
て
選
ば
れ
る

魅
力
的
な
ま
ち
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
住
民
ニ
ー
ズ
も
多
様

性
を
増
す
中
で
、
一
人
一
人
が
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
選
択
で
き
、
背
中
を
押
し

て
も
ら
え
る
自
由
度
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
線
引
き
制
度
に

よ
り
用
途
地
域
を
指
定
し
て
、
規
制
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
秩
序
あ
る
市
街
地
の
形
成
や

乱
開
発
の
防
止
、
農
地
の
保
全
と
い
う
目

的
が
達
成
さ
れ
、
一
定
の
効
果
を
も
た
ら

し
て
き
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
が
、
時
代

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
新
た
な
土
地

利
用
制
度
の
創
設
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
出
雲
市
は
、
線
引
き
制
度
は
採
用

し
て
お
ら
ず
、
本
市
と
比
べ
て
平
野
が
広

が
っ
て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
確
保

し
や
す
い
う
え
に
、
商
業
地
の
平
均
価
格

は
本
市
よ
り
低
く
、
こ
う
し
た
要
因
か

ら
、
住
宅
や
商
業
施
設
、
宿
泊
施
設
な
ど

が
郊
外
に
立
地
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て

い
る
。
出
雲
市
と
は
、
い
た
ず
ら
に
競
争

す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
は
、
連
携
、
連
帯
、

交
流
を
図
り
、
相
互
で
補
完
関
係
、
相
乗

効
果
を
狙
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。（
上
定
市
長
）

松
江
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
歴
史
文
化

に
つ
い
て

（
質
問
）
松
江
市
の
財
産
で
あ
る
歴
史
文

化
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
す
る
歴
史

ま
ち
づ
く
り
を
松
江
市
の
進
む
方
向
と
し

て
相
応
し
い
も
の
と
認
識
し
応
援
し
て
き

た
が
、
上
定
市
政
に
な
り
歴
史
ま
ち
づ
く

り
部
を
解
体
し
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
看

板
を
下
ろ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
や
太
陽
光
発
電
な
ど
の
開
発
業
者

の
松
江
市
に
対
す
る
印
象
に
少
な
か
ら
ず

影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
。
松
江
市

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
歴
史
文
化
の
関
与
に

つ
い
て
市
長
の
お
考
え
を
伺
う
。

（
回
答
）
歴
史
や
伝
統
、
文
化
を
守
り
、

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

は
、
松
江
に
し
か
な
い
ま
ち
の
魅
力
や
価

値
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
令
和
４
年
４
月
の
再
編
は
所
管
業

務
の
集
約
と
機
能
強
化
を
図
っ
た
も
の

で
、
歴
史
、
文
化
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
に
は
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。
松

江
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
（
通
称

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
）
に
掲
げ
る
歴
史

的
建
造
物
の
保
全
と
活
用
、
良
好
な
景
観

の
保
全
と
い
っ
た
方
針
に
基
づ
き
、
文
化

財
の
保
存
修
理
や
修
景
、
道
路
の
美
装
化

な
ど
、
歴
史
、
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
市
と
し
て

歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
堅
持
し
て
い

る
。（
上
定
市
長
）


